
   

   

   

  

 

 

 

安八町保健センターの保健師さんを講師にお招きし、２、3年生でいのちの教育を行いました。 

 

 思春期は自我の目覚めとともに性の欲求が現れ、性に対する関心が

高まる時期であり、性に対する不安やはずかしさ等から相手に対する

気持ちを素直に表現できないことがあったり、男女間で「接近欲（相

手に近づきたい）」「接触欲（相手に触れたい）」の強さに違いがあっ

たりすることを学習しました。その後に、「会話する」「手をつなぐ」

「キスをする」「性行為をする」などの１０の行動をグループごとで「恋愛の深さ」順に並びかえる活動

をしたところ、一人一人それぞれに思いや認識の違いがあることが分かりました。 

相手と自分が決して同じ思いではないことから、自分だけが楽しければいい、自分の気持ちを押しつ

けるというのはマナー違反であり、相手の立場になって考え、相手をよく理解するように心がけること

が大切です。 

 

 性行為は１、２年生で学んできた大切な「命」をつなぐ上で必

要なことである一方で、性行為によって起きる危険性について教

えていただきました。性感

染症は自覚症状が無いこと

が多く、自分が性感染症に

かかったことに気づかず過

ごしていたり、相手にうつしてしまったりするため、なにより予防

が大切です。 

 性感染症は性

行為をすれば、誰がかかってもおかしくない病気ですが、

自分自身が気をつければ予防できる病気でもあります。

自分自身をまもることができるのは自分だけなので、何

より予防意識を大切にしてください。 

 性に関する悩みやセクシャルマイノリティについて

の悩みなど身近な人に相談しづらい場合には左記の相

談窓口などもあるので、困った時には一人で悩まず相談

してみてください。 
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スクールカウンセラーの西部先生より困ったとき、悩ん

だときにどうするとよいのか、教えていただきました。困っ

ている時や悩んでいる時には、うまくヘルプコーリングが

できなくなります。そのため、いざというときのために今の

うちから「誰に」、「いつ」、「どんなふうに」サインを出すの

か具体的にイメージして決めておくのが大切です。悩みの

内容によっては、別の人のほうが適切なアドバイスがもら

える場合もあるので、１人だけでなく、複数の相談相手を想定しておくとよいです。 

困った時、悩んだ時に助けを求めることは決してはずかしいことではありませんので、困り果ててど

うしようもできなくなる前にヘルプコーリングしてください。 

 

 

 

 岐阜県警察少年サポートセンターの方をお招きし、3 年生

を対象にした薬物乱用防止教室を行いました。かぜ薬でも使

用方法や使用量など間違った使い方をすれば薬物乱用になる

こと、一度使用すると自分ではやめられなくなってしまう依

存性があることなど

を学びました。薬物

乱用は自分の体や心

が壊れるだけでな

く、まわりを巻き込んでしまう恐ろしさがあります。 

また、薬物乱用は身近な人からの誘いが多いことから、「誘わ

れても断る強い心」や「立ち去る勇気」「誘われない生活態度」が

大切だと教えていただきました。薬物乱用の問題は子どもの力だ

けでは対処できない場合もたくさんあるので、自分だけではどう

にもできないというときには身近な大人や相談窓口などに相談

してください。 

 

 

 約 40 日の長い夏休みがまもなくやってきます。たっぷりと時間をかけ

ていろんなことにぜひ挑戦してみてください。 

夏休み中も早寝早起きを心がけ、朝ご飯もきちんと食べるようにし、できる

限り学校があるときと同じ生活リズムを心がけてください。長い夏休みをどの

ように過ごすかで、9月の自分もきっと変わってくるはずです。 

よい夏休みを！ 


